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発 刊 の 辞

　平成 29 年 4 月、日本学術振興会の科学研究費助成事業の助成（基盤研
究（A）、課題番号 17H00904「海外の研究者との連携による中国・日本に
おける禅思想の形成と受容に関する研究」）を受け、研究分担者を初めと
する多くの方々の御協力を得て、海外の研究者との連携のもと、禅宗文
献、禅宗史、禅思想、禅文化等、禅に関わるあらゆる事柄の研究を推進
するための研究組織として、東洋大学東洋学研究所内に「国際禅研究プロ
ジェクト」を発足させることができました。
　それ以来、「国際禅研究プロジェクト」では、この目的を果たすため、
プロジェクトの各構成者が個別に研究に邁進するとともに、それを結合さ
せ、更に大きな成果を生むべく、研究発表例会を開催してまいりました。
また、海外の研究者と日本の研究者を結ぶ情報の結節点となることを目指
して、海外の著名な研究者の方々をお迎えしての講演会を頻繁に開催して
参りました。研究発表例会・講演会は、全て一般に公開されており、毎回
多くの参加者を得て、熱心な討議が行われ、本プロジェクトの存在も徐々
に知られるようになってきたことを実感しているところです。
　本雑誌、『国際禅研究』は、こうした国際禅研究プロジェクトの活動を
世に知らしめるとともに、プロジェクトとして世界の禅研究に寄与するこ
とを目指して刊行するものです。そのため、本雑誌には、本プロジェクト
の各構成員の研究論文や公開講演会での海外の先生方の発表論文のみでな
く、海外の注目すべき研究論文の翻訳や一般の硏究者たちの投稿論文も掲
載しております。本雑誌が世界中の禅硏究者たちの情報交換の場となるこ
とを心から願ってやみません。

平成 30 年 1 月 21 日  　　　　　

　国際禅研究プロジェクト代表  　

伊　吹　　　敦　
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投稿要領

　本プロジェクトでは、毎年二月に研究雑誌『国際禅研究』を発行しま
す。つきましては、この雑誌に掲載する論文を広く一般から公募します。
投稿要領は次の通りです。奮ってご応募ください。

応募資格：なし。
内　　容： 禅宗に関連し、かつ、学術的価値が高いもの（査読の上、掲

載・非掲載を判断する）
使用言語： 日本語・英語・中国語（英語 ･ 中国語の場合、原文に併せて、

こちらで訳した日本語訳を掲載する予定です）
分　　量： 日本語 20000 字以内・英語 11000 ワード以内・中国語 14000 字

以内
提出期限： 毎年 10 月 31 日（提出期限を過ぎたものは、次号の掲載対象と

なる）
提出方法： 住所氏名・所属を明記の上、MS-Word、または PDF 形式の添

付ファイルの形でお送りください。

　　　※この件に関するお問合せ、原稿提出先は以下の通りです。
kokusaizenkenkyuproject@gmail.com
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＊本雑誌は学術振興会科学研究費助成事業の助成（基盤研究（A）、課
題番号 17H00904「海外の研究者との連携による中国・日本における
禅思想の形成と受容に関する研究」）の一環として刊行されました。
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